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大学院生の進路［2024年度 情報工学コース修了生の進路を例示します］（順不同、敬称略）

情報通信業
NSSLCサービス㈱、NTTコムウェア㈱、㈱NTTドコモ、キヤノンイメージングシステムズ㈱、
㈱ソフトクリエイトホールディングス、ネットワンシステムズ㈱、フラー㈱、㈱三越伊勢丹システム・ソリューションズ

電気・ガス等 東北電力㈱

卸売・小売業 ㈱ニトリ

公務員 国家公務員（一般職）・デジタル庁

製造業
㈱SUBARU、沖電気工業㈱、東芝インフラシステムズ㈱、東洋製罐グループホールディングス㈱、トヨタ自動車㈱、
日本電気㈱、本田技研工業㈱、マイクロウェーブファクトリー㈱、マイクロンメモリジャパン㈱、
三菱電機ディフェンス＆スペーステクノロジーズ㈱

新潟大学大学院自然科学研究科電気情報工学専攻 情報社会デザイン科学コース  
博士前期課程１年

山岸 芽生

私は現在、途上国支援を行うNPO法人におけるフェアトレード商品の開発や販売手法の研究
に取り組んでいます。 学部時代に学んだ情報工学の知識をマーケティングと結び付け、より多
くの人に商品の魅力や背景を届ける方法を探っています。こうした活動をより実践的かつ専門
的に行うために、必要な知識とスキルを深めたいと考え、大学院への進学を決めました。 大
学院では、研究室活動を通して、専門性だけでなく、論理的に考え、物事を説明する力や、
自分に必要な情報を取捨選択する力を磨いています。 大学では、１・２年次で学んだ基礎が、
３年次以降の授業や実験、研究活動に結び付くことを実感し、体系的に学ぶ意義を感じました。
また、授業だけでなく、留学や学内プログラムなど、多様な学びの機会が整っており、主体
的に挑戦できる環境が自己成長につながったと感じています。

大学院生からのメッセージ　（所属・学年の記載は2025年度時点のものです）

情報工学×社会科学
「情報社会デザイン科学コース」は文理融合
の要素を取り込み、 情報工学を専門として学
んできた学生や情報技術等を活用して社会やビ
ジネスの課題解決のスキルを学んできた学生な
どを含めた様々な学生が同じコースで学ぶこと
により、多様な観点で課題に取り組み、解決
方法を検討することができる能力を養うことを目
的としています。 工学分野・文理融合分野の
学生のみならず、データサイエンス、AI等の
知識・技術の修得を目指す方の新たな学びの
場とします。

新潟大学 
工学部 工学科〈情報電子分野〉

知能情報システムプログラム
〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050番地
新潟大学工学部知能情報システムプログラム事務室
TEL 025-262-6742　FAX 025-262-7010

https://www.eng.niigata-u.ac.jp/~sisp
知能情報システムプログラムホームページ

外国人留学生 社会人学生

他大学 情報系学部
文理融合系学部

出身者等

新潟大学創生学部
●DX共創コース
●知能情報システム
　領域学修パッケージ

新潟大学工学部
●�知能情報システム 

プログラム
●協創経営プログラム

日本で最先端のデー
タサイエンス・AI等
の知識・技術を学び
たい方

自治体・企業等に
在職しながら、先端
のデータサイエンス・
AI 等の知識・技術
を学びたい方

2025年度設置
博士前期課程

・

データサイエンティスト養成モデル・

デジタルトランスフォーマー
　養成モデル

自然科学研究科
電気情報工学専攻

情報社会デザイン
科学コース

学修歴・研究歴等に応じた履修モデル

大学院へ進もう

※令和8年度から総合学術研究科 自然科学専攻  情報社会デザイン科学プログラムに改組
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１年次では、導入教育として工学全般に関する基礎科目を学び、広い視
野と深い洞察力を養うとともに、技術者としての社会的・倫理的責任を
理解します。 加えて、２年次以降に学ぶ専門分野に必要なコンピュータ
やプログラミングの基礎知識・技術を学びます。
２年次以降は知能情報システムに関連する専門科目に取り組みます。 専
門科目では、情報処理のための数学、コンピュータの仕組み、ソフトウェ
アの動作原理、 情報処理ネットワークの基礎などを学びます。さらに、
人工知能、マルチメディア、人間支援技術などの応用科目も履修できます。
また、実験、実習、卒業研究などを通じて、学んだ知識・技術を応用し
て研究開発する能力、コミュニケーション能力を身につけます。
少人数のグループワーク、ゼミ形式の学修活動（２、３年次）、研究室配
属（４年次）などでは、小さなコミュニティの一員となり、学習面だけで
なく生活面でも、教員のきめの細かな指導を受けることができます。
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C U R R I C U L U M 大学院自然科学研究科

学部課程の集大成として、 
研究テーマを決めて研究し、 
論文にまとめて発表する

卒業研修、卒業研究

人工知能、IoT、
ビッグデータ、ロボットなどに
関係する専門的な科目を学ぶ

機械学習、データ工学、
ロボティクス・メカトロニクス 
など

プログラミング、ソフトウェア、
ハードウェア、ネットワーク 
などの基礎的な科目を学ぶ

人工知能基礎、プログラミング、
オペレーティングシステム、
コンピュータアーキテクチャ、
コンピュータネットワーク など

［情報電子分野］
工学全般に関する基礎科目、 
情報電子分野の基礎科目、
教養科目を学ぶ

総合工学概論、 知能情報シス
テム概論、コンピュータ基礎、
プログラミング基礎 など

４年３年２年１年

知能情報システムに関する高度な研究

知能情報システムプログラムでは、知能情報システムと地球・人間・社会との関わり合いの中で
生じている様々な課題を解決するために、知能情報システム分野の知識を幅広く身につけ、グローバル
に様々な領域で活躍できる人材を養成します。
本プログラムでは、充実した教育研究環境で、コンピュータのソフトウェアとハードウェアに関する基礎知識から、
人工知能、IoT（Internet of Things）、ビッグデータ、ロボットのような知能情報システムを支える最先端の情報処理技術、
高度ネットワーク技術まで、幅広い知識・技術を学ぶことができます。
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voice

最先端の技術を学び、新潟から世界へ

新潟大学工学部工学科知能情報システムプログラム ４年

村上 遥麻

私は、AIの基盤となるニューラルネットワーク技術を用いて、数値データから余分なノイズを
除去する研究を行っています。 高校生の頃から漠然とAIに興味があり、この分野を詳しく学
びたいと思い、知能情報システムプログラムに進学しました。 大学の３年生までは様々な講義
を受講し、興味関心の幅を広げることができます。そして４年生では、自身の研究テーマを決
めて深く勉強しています。 興味のあるテーマをとことん掘り下げることができるのは、本当に
貴重な時間だと思います。私の場合、高校生の頃から興味があったAIの研究ができているので、
毎日がとても楽しいです。また、４年生になると研究室のゼミなど人前で発表を行う機会が格
段に増えます。 私自身も苦労している最中ですが、何度も経験するうちに、分かりやすい資
料作りや効果的な話し方のコツなどが身についていくのを感じています。これらの能力は社会
に出てからも役立つと思うので、もっと上達できるように頑張っていきたいです。 将来的には、
大学院に進学し、自身の研究分野についての理解をさらに深めたいと考えています。

学部卒業生の主な進路［2024年度卒］（順不同、敬称略）

大学院進学
新潟大学大学院自然科学研究科、北海道大学大学院情報科学院、東北大学大学院情報科学研究科、
茨城大学大学院理工学研究科

製造業 小森マシナリー㈱

卸売・小売業 ㈱星光堂薬局、㈱ノジマ

公務員 国土交通省、新潟市職員

情報通信業
BEENOS㈱、NECソリューションイノベータ㈱、SCSK㈱、㈱ソリマチ技研、㈱ソフトクリエイトホールディングス、
㈱テリロジーホールディングス、 ㈱野村総合研究所、日本ヒューレット・パッカード合同会社、 ㈱プログデンス、 
㈱マーブル、三菱電機インフォメーションネットワーク㈱

学生からのメッセージ　（所属・学年の記載は2025年度時点のものです）

研究の紹介　齋藤 裕 特任准教授

research

テキスト解析：
文章の作者の気持ちを考えるデータサイエンス
私の研究テーマはテキスト解析です。 通常、我々が使用している言語（自然
言語）は計算ができません。 例えば、“熱い”と“冷たい”を足し合わせたら？ 

「文字列」として結合した“熱い冷たい”ではあまり面白くありません。それよ
りも、その「単語」が持つ意味情報を足し合わせて、“ぬるい”や“体に悪い”
といった解釈が表現できたら面白そうです。 現在では、データと機械学習技術
を用いるとそうした単語や文章の意味解釈の計算ができ、多様な応用が期待
されています。 私は、これらの技術の特に教育応用を中心に研究しています。
各学習者の文章を解析し、出現単語の有無や組み合わせをもとに、不足して
いる知識や興味対象を数理的に推定できるのか？その推定をもとに、各学習
者に合わせた補足文や学習資料を提示すると学習者はどうなるのか？そのシス
テムの性能や信頼性はどのように評価できるのか？そんな研究をしています。
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